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「空飛ぶクルマ」（※1）および「物流ドローン」を開発する株式会社 SkyDrive（本社：愛

知県豊田市、代表取締役 CEO 福澤知浩、以下「当社」）は、型式証明審査の適用基準(Certifi

cation Basis)（※2）を「耐空性審査要領第 II 部（第 61 改正）」ベースで構築することにつ

いて、2022 年 3 月に国土交通省航空局と合意したことをお知らせいたします。なお、審査対

象は、型式証明申請中の 2 人乗り機体「SkyDrive 式 SD-05 型機」（以下「SD-05」）です。

当社はこの機体で 2025 年の事業開始を目指しております。 

 

■ 型式証明について 

型式証明とは、国土交通省が航空法に基づき、新たに開発された航空機について、その型式

ごとに設計、構造、強度、性能などが所定の安全基準及び環境基準に適合していることを証明

するものです。この証明のためには強度試験や飛行試験など、各種審査が行われます。 

 

 
  



 

当社の開発する「空飛ぶクルマ」（eVTOL）は従来の航空機と異なる航空機であり前例が

ないため、諸外国と同様に審査基準や証明計画、証明方法などすべてのプロセスにおいて航空

局と議論しながら推進する計画です。 

 

■ 耐空性審査要領第 II 部とは 

耐空性審査要領第 II 部とは、乗客数が 19 名以下かつ最大離陸重量 8,618kg(19,000 ポンド)

以下の固定翼機の耐空性要件を定めたもので、最新の第 61 改正は取り扱う機体の形状や搭載

するシステムに自由度を持たせることが出来る最新の審査要領です。この審査要領には、航空

機及び装備品の安全性を確保するための強度、構造及び性能についての基準が定められていま

す。 

空の移動革命に向けた官民協議会（※3）での空飛ぶクルマの安全基準に関する議論を踏ま

え、SD-05 の型式証明審査は同審査要領ベースに構築することで合意いたしました。米国の F

ederal Aviation Administration（FAA）や、欧州の European Union Aviation Safety Agency

（EASA）等の諸外国当局も、eVTOL の型式証明審査を耐空性審査要領第 II 部と同等の基準で

進めています。 

 

■ SkyDrive 最高技術責任者（CTO）岸 信夫コメント 

国土交通省航空局には 2021年 10月に型式証明申請を受理していただき、その後は航空機を

安全に開発する進め方、設計や試験の方法などの議論を重ねてまいりました。この度、SD-05

の型式証明審査の適用基準を「耐空性審査要領第 II 部（第 61 改正）」ベースに構築していく

ことを航空局と合意し、型式証明取得に向けてまた一つ進んだことを嬉しく存じます。今後

は、航空局とますます連携を深めながら、取得までの計画について議論を進めてまいります。 

 本日まで弊社をサポートいただいた政府・国土交通省様をはじめ、様々な機関や企業様の関

係者の皆様に、心より感謝申し上げます。エアモビリティ社会の実現に向け、今後もご支援を

いただきながら「空飛ぶクルマ」の事業開始を目指してまいります。 

 

※1 空飛ぶクルマとは：明確な定義はないが、「電動」「自動（操縦）」「垂直離着

陸」が一つのイメージ。諸外国では、eVTOL（Electric Vertical Take-Off and La

nding aircraft）や UAM（UrbanAir Mobility）とも呼ばれ、新たなモビリティと

して世界各国で機体開発の取組がなされている。モビリティ分野の新たな動きと

して、世界各国で空飛ぶクルマの開発が進んでおり、日本においても 2018 年から

「空の移動革命に向けた官民協議会」が開催され、2030 年代の本格普及に向けた

ロードマップ（経済産業省・国土交通省）が制定されている。 

引用元：国土交通省（令和 3 年 3 月付） https://www.mlit.go.jp/common/00140

0794.pdf 

引用元：経済産業省（令和 4 年 3 月付）https://www.meti.go.jp/shingikai/mono

_info_service/air_mobility/pdf/008_01_02.pdf 

https://www.mlit.go.jp/common/001400794.pdf
https://www.mlit.go.jp/common/001400794.pdf
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/air_mobility/pdf/008_01_02.pdf
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/air_mobility/pdf/008_01_02.pdf


 

※2 型式証明審査の適用基準（Certification Basis）について：適用基準は、今後の詳

細な設計の確認により、見直される可能性がある。 

※3 空の移動革命に向けた官民協議会に関する関連リンク 

https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/air_mobility/index.html 

 

≪株式会社 SkyDrive 概要≫ 

設立 2018 年 7 月 

代表者 代表取締役 CEO 福澤知浩 

ＵＲＬ https://skydrive2020.com/ 

所在地 豊田本社：愛知県豊田市挙母町 2-1-1 

東京オフィス ：東京都新宿区 

豊田テストフィールド：愛知県豊田市足助地区 

大阪オフィス ：大阪府大阪市北区梅田１-3-1-800 号 大阪駅前第 1 ビル 8 階 

事業 

内容 

「100 年に一度のモビリティ革命を牽引する」をミッションに、「日常の移

動に空を活用する」未来を実現するべく、2018 年 7 月に設立、「空飛ぶクル

マ」及び「物流ドローン」を開発しています。「空飛ぶクルマ」の開発にお

いては、国内で唯一、有人飛行試験を実現し、官民協議会の構成員として制

度設計にも関与しております。30kg の荷物を運搬可能な「物流ドローン」

は、山間部を中心とした作業現場で活用いただいています。「空飛ぶクル

マ」は、現在 2 人乗りの機体を開発中、2025 年に大阪ベイエリアでのサービ

ス開始を目指しております。 

 

本件に関するお問い合わせ 

≪株式会社 SkyDrive≫   

広報担当  大石：070-2246-8375 

広報責任者 宮内：090-7226-6704  

Email: info@skydrive.co.jp 
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